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第３６５回矢板市議会定例会提出議案 

議案第 １ 号 令和２年度矢板市一般会計補正予算（第７号）・・・・・・P 1 

議案第 ２ 号 令和２年度矢板市介護保険特別会計補正予算（第２号）・・P 1 

議案第 ３ 号 令和２年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算・・・・・P 1 

（第３号） 

議案第 ４ 号 令和２年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算・・・・P 1 

（第２号） 

議案第 ５ 号 矢板市公告式条例の一部改正について・・・・・・・・・・P 2 

議案第 ６ 号 矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正につ・・P 4 

いて 

議案第 ７ 号 矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員・・P 6 

の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について 

議案第 ８ 号 矢板市国民健康保険税条例の一部改正について・・・・・・P 9 

議案第 ９ 号 矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に・・P14 

関する条例等の一部改正について 

議案第１０号 矢板市営駐車場条例の一部改正について・・・・・・・・・P18 

議案第１１号 矢板市児童館設置及び管理条例の廃止について・・・・・・P20 

議案第１２号 矢板市デイサービスセンター設置条例の廃止について・・・P22 

議案第１３号 矢板市子ども未来館の指定管理者の指定について・・・・・P24 

議案第１４号 矢板市学童保育館及び泉はつらつ館の指定管理者の指定・・P25 

について 

議案第１５号 木幡北山はつらつ館の指定管理者の指定について・・・・・P26 

議案第１６号 矢板市八方ヶ原交流促進センターの指定管理者の指定に・・P27 

ついて 



議案第１号 令和２年度矢板市一般会計補正予算（第７号） 

議案第２号 令和２年度矢板市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第３号 令和２年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第４号 令和２年度矢板市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

（以上別冊） 
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議案第５号 

 

   矢板市公告式条例の一部改正について 

 

矢板市公告式条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市公告式条例の一部を改正する条例 

 

矢板市公告式条例（昭和３０年矢板市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

第２条第２項を次のように改める。 

２ 条例の公布は、矢板市役所の掲示場に掲示して行う。 

 第３条中「にこれを」を「の公布について」に改める。 

 第４条第１項中「おさなければならない」を「押さなければならない」に改め、

同条第２項中「これを」を「ついて」に改める。 

 第５条第１項中「これを」を「ついて」に改め、同条第２項中「第４条」を「前

条」に、「これを」を「ついて」に改め、同項ただし書中「当該機関名」」を「当

該機関名」と」に改める。 

附 則 

この条例は、令和３年１月１日から施行する。 
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議案第６号 

 

   矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 

 

矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のように

定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

 

 （矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正） 

第１条 矢板市長等の給与及び旅費に関する条例（昭和４３年矢板市条例第１５号）

の一部を次のように改正する。 

  第５条第２項中「１００分の１７０」を「１００分の１６５」に改める。 

第２条 矢板市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第５条第２項中「１００分の１６５」を「１００分の１６７．５」に改める。 

   附 則 

 この条例中第１条の規定は令和２年１２月１日から、第２条の規定は令和３年４

月１日から施行する。 
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議案第７号 

 

   矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給 

与の特例に関する条例の一部改正について 

 

矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に

関する条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用及び給 

   与の特例に関する条例の一部を改正する条例 

 

 （矢板市職員の給与に関する条例の一部改正） 

第１条 矢板市職員の給与に関する条例（昭和３０年矢板市条例第５０号）の一部

を次のように改正する。 

  第３条を次のように改める。 

 第３条 給料表は、行政職給料表（別表第１）とする。 

  第１９条中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に、「１００分の１

１０」を「１００分の１０５」に改める。 

第２条 矢板市職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第１９条中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」に、「１００分

の１０５」を「１００分の１０７．５」に改める。 

 （一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正） 

第３条 一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成１７年矢板

市条例第５号）の一部を次のように改正する。 

  第１０条第２項中「１００分の１３０」を「１００分の１２５」に、「１００

分の１７０」を「１００分の１６５」に改める。 

第４条 一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を次のよう

に改正する。 

  第１０条第２項中「１００分の１２５」を「１００分の１２７．５」に、「１

００分の１６５」を「１００分の１６７．５」に改める。 
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   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例中第１条及び第３条並びに次項の規定は令和２年１２月１日から、第

２条及び第４条の規定は令和３年４月１日から施行する。 

 （矢板市職員等の給与の臨時特例に関する条例の廃止） 

２ 矢板市職員等の給与の臨時特例に関する条例（平成２５年矢板市条例第２３号）

は、廃止する。 
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議案第８号 

 

   矢板市国民健康保険税条例の一部改正について 

 

矢板市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

 （矢板市国民健康保険税条例の一部改正） 

第１条 矢板市国民健康保険税条例（昭和３４年矢板市条例第１７号）の一部を次

のように改正する。 

第２１条第１号ア中「１７，４３０円」を「第５条に規定する被保険者均等割

額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号イ(ア)中「１２，７４０円」を「第

５条の２第 1 号に規定する世帯別平等割額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、

同号イ(イ)中「６，３７０円」を「第５条の２第２号に規定する世帯別平等割額に

１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号イ(ウ)中「９，５５５円」を「第５条の

２第３号に規定する世帯別平等割額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号

ウ中「６，７９０円」を「第７条の２に規定する後期高齢者支援金等課税額の被

保険者均等割額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号エ(ア)中「４，９７０

円」を「第７条の３第 1 号に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割

額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号エ(イ)中「２，４８５円」を「第７

条の３第２号に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の

７を乗じて得た額」に改め、同号エ(ウ)中「３，７２８円」を「第７条の３第３号

に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の７を乗じて得

た額」に改め、同号オ中「７，２１０円」を「第９条の２に規定する被保険者均

等割額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同号カ中「３，３６０円」を「第

９条の３に規定する世帯別平等割額に１０分の７を乗じて得た額」に改め、同条

第２号ア中「１２，４５０円」を「第５条に規定する被保険者均等割額に１０分
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の５を乗じて得た額」に改め、同号イ(ア)中「９，１００円」を「第５条の２第１

号に規定する世帯別平等割額に１０分の５を乗じて得た額」に改め、同号イ(イ)中

「４，５５０円」を「第５条の２第２号に規定する世帯別平等割額に１０分の５

を乗じて得た額」に改め、同号イ(ウ)中「６，８２５円」を「第５条の２第３号に

規定する世帯別平等割額に１０分の５を乗じて得た額」に改め、同号ウ中「４，

８５０円」を「第７条の２に規定する後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等

割額に１０分の５を乗じて得た額」に改め、同号エ(ア)中「３，５５０円」を「第

７条の３第 1 号に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分

の５を乗じて得た額」に改め、同号エ(イ)中「１，７７５円」を「第７条の３第２

号に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の５を乗じて

得た額」に改め、同号エ(ウ)中「２，６６３円」を「第７条の３第３号に規定する

後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の５を乗じて得た額」に改

め、同号オ中「５，１５０円」を「第９条の２に規定する被保険者均等割額に１

０分の５を乗じて得た額」に改め、同号カ中「２，４００円」を「第９条の３に

規定する世帯別平等割額に１０分の５を乗じて得た額」に改め、同条第３号ア中

「４，９８０円」を「第５条に規定する被保険者均等割額に１０分の２を乗じて

得た額」に改め、同号イ(ア)中「３，６４０円」を「第５条の２第 1 号に規定する

世帯別平等割額に１０分の２を乗じて得た額」に改め、同号イ(イ)中「１，８２０

円」を「第５条の２第２号に規定する世帯別平等割額に１０分の２を乗じて得た

額」に改め、同号イ(ウ)中「２，７３０円」を「第５条の２第３号に規定する世帯

別平等割額に１０分の２を乗じて得た額」に改め、同号ウ中「１，９４０円」を

「第７条の２に規定する後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額に１０分

の２を乗じて得た額」に改め、同号エ(ア)中「１，４２０円」を「第７条の３第 1

号に規定する後期高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の２を乗じて

11



得た額」に改め、同号エ(イ)中「７１０円」を「第７条の３第２号に規定する後期

高齢者支援金等課税額の世帯別平等割額に１０分の２を乗じて得た額」に改め、

同号エ(ウ)中「１，０６５円」を「第７条の３第３号に規定する後期高齢者支援金

等課税額の世帯別平等割額に１０分の２を乗じて得た額」に改め、同号オ中「２，

０６０円」を「第９条の２に規定する被保険者均等割額に１０分の２を乗じて得

た額」に改め、同号カ中「９６０円」を「第９条の３に規定する世帯別平等割額

に１０分の２を乗じて得た額」に改める。 

第２条 矢板市国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

  第２１条第１号中「３３万円」を「４３万円（納税義務者並びにその世帯に属

する国民健康保険の被保険者及び特定同一世帯所属者のうち給与所得を有する者

（前年中に法第７０３条の５に規定する総所得金額に係る所得税法（昭和４０年

法律第３３号）第２８条第１項に規定する給与所得について同条第３項に規定す

る給与所得控除額の控除を受けた者（同条第１項に規定する給与等の収入金額が

５５万円を超える者に限る。）をいう。以下この号において同じ。）の数及び公

的年金等に係る所得を有する者（前年中に法第７０３条の５に規定する総所得金

額に係る所得税法第３５条第３項に規定する公的年金等に係る所得について同条

第４項に規定する公的年金等控除額の控除を受けた者（年齢６５歳未満の者にあ

つては当該公的年金等の収入金額が６０万円を超える者に限り、年齢６５歳以上

の者にあつては当該公的年金等の収入金額が１１０万円を超える者に限る。）を

いい、給与所得を有する者を除く。）の数の合計数（以下この条において「給与

所得者等の数」という。）が２以上の場合にあつては、４３万円に当該給与所得

者等の数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を加算した金額）」に改

め、同条第２号及び第３号中「３３万円」を「４３万円（納税義務者並びにその

世帯に属する国民健康保険の被保険者及び特定同一世帯所属者のうち給与所得者
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等の数が２以上の場合にあつては、４３万円に当該給与所得者等の数から１を減

じた数に１０万円を乗じて得た金額を加算した金額）」に改める。 

  附則第２項中「所得税法（昭和４０年法律第３３号）」を「所得税法」に改め、

「同条中「法第７０３条の５に規定する総所得金額」の次に「及び山林所得金額」

を加え、「、「法」を「「法」に、「とする。）」」を「とする。）及び山林所

得金額」と、「１１０万円」とあるのは「１２５万円」」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年１月１日から施行する。ただし、第１条及び次項の規定

は、公布の日から施行する。 

 （適用区分） 

２ 第１条の規定による改正後の矢板市国民健康保険税条例の規定は、令和２年度

以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和元年度分までの国民健康保

険税については、なお従前の例による。 

３ 第２条の規定による改正後の矢板市国民健康保険税条例の規定は、令和３年度

以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和２年度分までの国民健康保

険税については、なお従前の例による。 
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議案第９号 

 

   矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等 

の一部改正について 

 

矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等の一部を改

正する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等 

の一部を改正する条例 

 

 （矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に関する条例の一部改正） 

第１条 矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金徴収に関する条例（昭和

３５年矢板市条例第１５号）の一部を次のように改正する。 

  附則第３項中「特例基準割合（当該年の前年に」を「延滞金特例基準割合（平

均貸付割合（」に、「の規定により告示された割合」を「に規定する平均貸付割

合をいう。）」に、「。以下この項において」を「。以下」に改め、「（以下こ

の項において「特例基準割合適用年」という。）」を削り、「当該特例基準割合

適用年」を「その年」に、「特例基準割合に」を「延滞金特例基準割合に」に改

める。 

  附則に次の１項を加える。 

 ４ 前項の規定の適用がある場合における延滞金の額の計算において、同項に規

定する加算した割合（延滞金特例基準割合を除く。）が年０．１パーセント未

満の割合であるときは、年０．１パーセントの割合とする。 

 （矢板市後期高齢者医療に関する条例の一部改正） 

第２条 矢板市後期高齢者医療に関する条例（平成２０年矢板市条例第６号）の一

部を次のように改正する。 

  附則第２条中「特例基準割合（当該年の前年に」を「延滞金特例基準割合（平

均貸付割合（」に、「の規定により告示された割合」を「に規定する平均貸付割

合をいう。）」に改め、「（以下この条において「特例基準割合適用年」とい
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う。）」を削り、「当該特例基準割合適用年」を「その年」に、「特例基準割合

に」を「延滞金特例基準割合に」に改め、同条に次の１項を加える。 

 ２ 前項の規定の適用がある場合における延滞金の額の計算において、同項に規

定する加算した割合（延滞金特例基準割合を除く。）が年０．１パーセント未

満の割合であるときは、年０．１パーセントの割合とする。 

 （矢板市介護保険条例の一部改正） 

第３条 矢板市介護保険条例（平成１２年矢板市条例第７号）の一部を次のように

改正する。 

  附則第６条中「特例基準割合（当該年の前年に」を「延滞金特例基準割合（平

均貸付割合（」に、「の規定により告示された割合」を「に規定する平均貸付割

合をいう。）」に改め、「（以下この条において「特例基準割合適用年」とい

う。）」を削り、「当該特例基準割合適用年」を「その年」に、「特例基準割合

に」を「延滞金特例基準割合に」に改め、同条に次の１項を加える。 

 ２ 前項の規定の適用がある場合における延滞金の額の計算において、同項に規

定する加算した割合（延滞金特例基準割合を除く。）が年０．１パーセント未

満の割合であるときは、年０．１パーセントの割合とする。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後の矢板市税外収入金にかかる督促手数料及び延滞金

徴収に関する条例附則第３項及び第４項、第２条の規定による改正後の矢板市後

期高齢者医療に関する条例附則第２条並びに第３条の規定による改正後の矢板市

介護保険条例附則第６条の規定は、令和３年１月１日以後の期間に対応する延滞
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金について適用し、同日前の期間に対応する延滞金については、なお従前の例に

よる。 
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議案第１０号 

 

   矢板市営駐車場条例の一部改正について 

 

矢板市営駐車場条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市営駐車場条例の一部を改正する条例 

 

矢板市営駐車場条例（昭和５９年矢板市条例第１６号）の一部を次のように改正

する。 

第２条の表矢板市営片岡駐車場の項を削る。 

第４条第３項中第２号を削り、第３号を第２号とし、第４号を第３号とし、第５

号を第４号とする。 

第５条第１項ただし書中「とき」を「時に」に改める。 

第７条中「各号の一」を「各号のいずれか」に改め、同条第３号中「き損し」を

「毀損し」に改め、同条第４号中「前各号」を「前３号」に改める。 

第８条第３号中「き損し」を「毀損し」に改め、同条第４号中「前各号」を「前

３号」に改める。 

第１１条第１項中「き損し」を「毀損し」に改める。 

    「             「 

別表中  矢板市営本町駐車場 

矢板市営片岡駐車場 

                」 

   附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

を  矢板市営本町駐車場 に改める。 

             」 
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議案第１１号 

 

   矢板市児童館設置及び管理条例の廃止について 

 

矢板市児童館設置及び管理条例を廃止する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市児童館設置及び管理条例を廃止する条例 

 

矢板市児童館設置及び管理条例（平成１７年矢板市条例第３５号）は、廃止する。 

   附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 
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議案第１２号 

 

   矢板市デイサービスセンター設置条例の廃止について 

 

矢板市デイサービスセンター設置条例を廃止する条例を、別紙のように定める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市デイサービスセンター設置条例を廃止する条例 

 

 矢板市デイサービスセンター設置条例（平成２１年矢板市条例第２６号）は、廃

止する。 

   附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 
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議案第１３号 

 

   矢板市子ども未来館の指定管理者の指定について 

 

矢板市子ども未来館の指定管理者について、次のとおり指定したいので、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決

を求める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

１ 公 の 施 設 の 名 称 矢板市子ども未来館 

２ 指定管理者となる団体 栃木県矢板市扇町二丁目４番１９号 

             社会福祉法人矢板市社会福祉協議会 

             会長 福 田 博 光 

３ 指 定 の 期 間 令和３年２月１日から令和６年３月３１日まで 

４ 指 定 管 理 料 の 額 ５９，０５８，０００円 
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議案第１４号 

 

   矢板市学童保育館及び泉はつらつ館の指定管理者の指定について 

 

矢板市学童保育館及び泉はつらつ館の指定管理者について、次のとおり指定した

いので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定によ

り、議会の議決を求める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

１ 公 の 施 設 の 名 称 矢板小学童保育館、矢板小第二学童保育館、東小学童

保育館、川崎小学童保育館、泉小学童保育館、安沢

小学童保育館及び泉はつらつ館 

２ 指定管理者となる団体 栃木県矢板市扇町二丁目４番１９号 

             社会福祉法人矢板市社会福祉協議会 

             会長 福 田 博 光 

３ 指 定 の 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 指 定 管 理 料 の 額 １２２，０９５，０００円 
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議案第１５号 

 

   木幡北山はつらつ館の指定管理者の指定について 

 

木幡北山はつらつ館の指定管理者について、次のとおり指定したいので、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決

を求める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

１ 公 の 施 設 の 名 称 木幡北山はつらつ館 

２ 指定管理者となる団体 東京都豊島区東池袋１－４４－３ 

             池袋ＩＳＰタマビル 

             企業組合労協センター事業団 

             代表理事 田 嶋 羊 子 

３ 指 定 の 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 指 定 管 理 料 の 額 ２１，８１９，２００円 
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議案第１６号 

 

   矢板市八方ヶ原交流促進センターの指定管理者の指定について 

 

矢板市八方ヶ原交流促進センターの指定管理者について、次のとおり指定したい

ので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により、

議会の議決を求める。 

  令和２年１１月２７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

１ 公 の 施 設 の 名 称 矢板市八方ヶ原交流促進センター 

２ 指定管理者となる団体 栃木県宇都宮市西一の沢町８番２２号 

             たかはらの森管理グループ 

             代表者 栃木県森林組合連合会 

             代表理事会長 江 連 比出市 

３ 指 定 の 期 間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで 

４ 指 定 管 理 料 の 額 ６０，５００，０００円 
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